
の所 産で ある。内耳土鍋 は16個 体 あ り、100・101は 口縁 部 に3条 の横 ナデ を残 す。 口縁部 幅は図示 した もの

をは じめ、5cm前 後 と広 めの資料 が多 く、 これ らは15世 紀後半 ぐらい に比定 される。

(2)土 製品(第172図)

一ツ家遺 跡の溝3・4か ら土製円板 が各2点 出土 している(126～129)
。 内耳土鍋 の体部や底部片 を割 りとっ

たのち破断面 を丁寧 に研磨す る。その ほか一 ツ家遺跡の溝5よ り」甘塙 に用 い られた と考 え られる、内面 に鉄 、

銅津 や金の微粒 が付 着 し、高熱で著 しく歪 みが生 じた土 師器皿(131)、 内耳土 鍋 口縁部 の破片(133)、 同

じ く底 部片(132)が 出土 した。 いずれ も津付着部 分の器壁 の溶融 ・変形 が著 しい。鍛 冶関係 と してはほか

に小池遺跡の竪9よ り輪の羽 口の破片が1点(130)、 溝45か ら3点 出土 している。

(3)鉄 器 ・鉄製 品(第169～172図)

小池遺跡101点 、一 ツ家遺跡24点 、総 数125点 を図化 ・提示 した。奈 良 ・平安 時代 の鉄器の項 で も触 れたが、

溝 か らの出土 品には古 代 の ものがか な り混入 してい るが 、明確 に分 離で きない もの もあ るため中世 に含 め

て提示 している。 なお奈良 ・平安時代 の鉄器 と同様 、器種 名や分類 につ いては吉 田川西遺跡 報告書 に準拠 し

た。

器種 としては鎌 紡錘 車 ・刀子 ・鑓:鉋・釘 ・馬具 ・錫i・短 刀 ・刀装 具 ・武具 な どが あ り、特 に小池 遺跡 にお ける短

刀、刀装具や武具の存在 が注意 される。

① 小池遺跡

住居趾 ・竪穴状遺構1出土 品 と しては95住 よ り釘(1)、183住 か らも釘(2・3・6)、 刀子(5)、 鎌(4)が 出土

してい る。267住 か ら鎧 の小札(7)、 釘(8・9)が 得 られ、竪7か ら燧鉄 に似 た半 月状 の鉄板(10)、 竪8か ら

は釘(11～13)、 大型 の刀子(16)が 出土 してい る。竪12か ら釘(14・20・21・23)、 鋳造 製容器片(15・17)、

馬具(22・24)、 竪13で は刀子か短刀の茎部(25)、 短刀(27)、 紡軸(26)が み られる。

土 坑で は土1022か ら釘(34・39)、 土1046か らも釘(29)、 土1103で は11類 の刀子(30)が 出土 した。土

1226か らは釘(32・38)、 土1233で 口の開 く管状 製品(36)、 土1238か ら釘(35)が 得 られている。 また土

1240に は釘(33・40)、 刀子(37)、 土1567で は釘(31)、 土1857で も釘(28)が み られた。

溝i状遺構 で は溝25か ら燧鉄(41)、 釘(42～49)、 皿類の鎌(50)、 刀子(51～53・55)、 短刀(54)、 毛抜

型鉄製 品?(56)が 得 られた。溝=27に は大 型 ・外 湾刃 の刀子?(57)、 刀子(58・60)、 長方形 の鉄板(59)、 鋏

具刺金(61)、 釘(62・63・71)が あ る。溝28か らは釘(64)、 溝30か らは釘(65～70・73)、 鑓鉋(76)、 鎌

(74・75)、 刀子(72)、 両刃 の刃物(77)、 紡錘 車(78・79)、 溝47で は鎌(80)が 出土 した。

井戸2で は釘(82～85)が 出土 してい る。検 出面 ・排土 か らは釘(88～90・92・93)、 刀子(96・101)、 墓?

(86)、 馬具?(100)、7と:同 形 同大 の鎧小 札(94)、 刀装具(87)、 缶状 の器?(98・99)が 出土 している。

②一 ツ家遺跡

竪穴状遺構 の出土品 は竪2よ り馬具(103)が 得 られ、土坑墓1か らは短刀(102)が 出土 した。

土坑 出土 品は土66か ら釘(107)、 土83か ら同 じく釘(106)、 土240か ら茎部 を丁寧 に銅板 で被 覆 した刀子

(104)、 土446か ら毛抜 型鉄 製品?(105)が 出土 している。

溝i状遺構 か らは溝1よ り鎌(109)、 溝=2か ら釘(110)、 溝3か らも釘(116～118)が 出土 し、溝4で は燧鉄

(112)、 釘(119)が 得 られた。溝``一5からは刀子(113～115・120)、 鎌(121)、 釘(122)が 出土 。

③鍛冶 関係 資料

奈良 ・平安時代 と同様、両遺跡 か ら鍛冶 関係 の資料 として鉄津 が出土 している。ただ し調査範 囲内では鍛

冶遺構 その ものの存在 は確認 されていない。

一241一



小 池 遺 跡 で は土1351で7点(228g)、 土1358で62点(131g)、 土1359で52点(738g)、 土1756で1点(12g)、

土1892で9点(92g)、:溝25で18点(612g)、 溝=27で14点(456g)、 溝=30で1点(102g)、 溝40で1点(92g)、 溝

42で1点(100g)、 溝=45で17点(1052点)が 出土 して い る。

一 ツ家 遺 跡 で は竪4で1点(949)
、 土53で1点(1049)、 土229で1点(79)、 土476で1点(669)・ 溝:1で2点

(83g)、 溝3で12点(558g)、 溝4で2点(38g)、 溝5で5点(142g)が 出 土 して い る。

(4)銅 製品 ・銭貨(第169～175図)

①銅 製品

小 池遺跡か ら3点 、一 ツ家遺跡か ら1点 が 出土 してい る。18・19は 小池遺跡 竪12よ り出土 した もので・19の

上 に18が 重 な り、一体 となった もの であ る。いず れ も円形の銅板 を加工 し、打 ち出 しの装飾 を施 したの ち

鍍金 してい る。鎧 に用 い られた菊座金物 か中央 に孔 のあ るこ とを考 えて総角付 の環 座、 あるい は甲に用 い

られた菊座の金物 とも考 え られ る。95は 刀の鞘 に取 り付 け られた金具 であろ う。

254は 一 ツ家遺 跡の103住 に混入 してい た もので、平 らな断面形 を呈す る棒状 の不 明品であ る・上下 を折

損 している。 あるい は123・124の 鉄器 とともに平安時代 に遡 る可 能性 もある。

②銭貨

中世の銭貨 は小池遺跡 で19点 、一 ツ家遺跡で520点 、合計539点 の出土 があ り、 うち502点 は一ツ家遺 跡土

1内 の埋納銭 である。内容 的 には北宋、南宋 、明、朝鮮 か らの渡来銭 と、その模鋳銭が ほ とん どであ る。 な

お一 ツ家遺跡の溝2か ら出土 した「寛平大寳」は皇朝十二銭であ り、奈良 ・平安 時代 の遺物 の項で触れた・

小 池遺跡 で は85住 か ら聖宋元寳(初 鋳1101年)1点 、92・97住 か ら元豊通寳(1078年)各1点 、123住 か ら

不 明品1点 、竪8か ら元祐 通寳(1086年)1点 、竪9か ら景徳元寳(1004年)1点 、土1229か ら開元通寳(621

年)1点 ・熈 寧 元寳(1068年)1点 、溝:25か ら五鉄(階581)1点(1)・ 聖宋 元寳2点 、溝=30か ら祥 符元寳

(1008年)1点 ・皇宋通寳(1039)1点 、熈寧 元寳1点 ・聖宋元寳1点 ・嘉定元寳(1208年)1点(2)、 検 出面 ・排

土 か ら天聖元寳(1023年)1点 ・熈寧元寳1点 が出土 している。

一 ツ家遺跡 では埋 納銭 につ いては銭種 ・点 数 を別表 に示 した。その ほか は、柱列2か ら宋通元寳(968年)

1点 ・景祐元寳(1034年)1点 ・熈寧元寳1点 ・元豊通寳1点 、土1よ り宋通元寳1点 ・皇宋通寳1点 ・熈 寧元寳1点 ・

元 祐通寳1点 ・淳熈 元寳1点(3)、 土26か ら元 豊通寳1点 、土443か ら淳化元寳(990)1点 、土478か ら元 豊通

寳1点 、溝1か ら政和通寳(1111年)1点 、溝=3か ら皇宋通寳1点 、溝=5か ら成 平元寳(998)1点 が 出土 した・

全体的 にみ る と、両遺跡 ともに土器 ・陶磁 器か らみ た中世遺構 の年代観 に矛盾せ ず、すなわち小池 遺跡で

は11世 紀 ～12世 紀初 頭の初鋳年 の ものが主体 で13世 紀 中葉以 降の もの はな く、一 ツ家遺跡で は埋納銭 に示

され るように最新銭 が宣徳通寳(1433年)で あ り、15世 紀代 を中心 とした遺構の時期 と合致 してい る・

特殊 な銭 と しては小 池遺跡溝25か ら出土 した五 鉄があ る。五鉄 の初鋳 は漢代 に遡 るが・本遺跡 出土 品 は

銭径 が小 さ く、階五鉄(初 鋳581年)と 考 え られ る。近在か らの出土例 と しては、塩尻 市吉 田若宮1次 出土

銭 に同 じ階五鉄が1点 、後 漢の五鉄(初 鋳24年)7点 が存在 する(註)。

近世 の銭貨 は一一ッ家遺跡の土坑墓1か ら出土 した寛永通宝2点 がある。

③鍛冶関係 資料

小 池遺跡 か ら銅 津、一 ツ家遺跡か ら堆渦が 出土 してい る。 この うち鞘 羽 口 と堆塙 につい ては土製 品の項

で述べ た。銅澤 は土1062で1点(21g)、 土1351で1点(8g)、 土1358で3点(7g)、 土1359で3点(58g)、 土

1892で4点(69)、 溝45で1点(189)出 土 した・

註 銭貨、吉田若宮出土銭については永井久美男編1994『 中世の出土銭一出土銭の調査と分類一』 兵庫埋蔵銭調査会・に詳しい・
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(5)石 器(第23表 、第176図)

本項では出土遺構、石器形態などか ら総合的に判断 し、1)平 安時代、中 ・近世に帰属すると考えられる

遺物および、2)縄 紋時代には帰属 しない と考えられる遺物 を一括 して扱 っていることを先にお断 りしてお

く。上記の条件 に当てはまる遺物 は小池遺跡より13点、一ツ家遺跡より5点、計18点 が出土 している・それ

らのうち9点を提示 し得た。なお個々の遺物の出土遺構、帰属時期 については表を参照 して頂 きたい。

砥石状石器(註1)は小池遺跡 より10点、一一ツ家遺跡より2点、計12点 が出土 している。石材(註2)には砂質礫

岩(1点)、 砂岩(1点)、 硬砂岩(1点)、 粘板岩(1点)、 凝灰岩(5点)、 緑色凝灰岩(2点)、 千枚岩(1点)

が用い られている。上下端部に認められることの多い折れ面は研磨面に切 られている場合が多いことから

も、折損 もしくは折 り取 りの後にもさらに使用 された と考えられ、この石器のライフサイクルの一端 とも

想定 し得る。

硯形石器(註3)は小池遺跡 より3点出土 している。いずれも粘板岩を素材 としてお り、ムコウブチ ・ヨコブ

チ ・マエブチ部には線刻が認め られる。4・5は節理面に沿った剥落のため全体形状の復元は困難であるが、

ムコウノクリが僅かながらも残存することか らムコウブチ左部 と考 えられる。6は左面の擦 り切 り面、上 ・

下・右面の折れ面いずれも背 ・腹面の研磨面に切 られてお り、線刻が平面形状に沿ってなされていることか

らも完形品であると考えられる。

臼形石器(註4)は一ツ家遺跡より2点が出土 している。いずれも安山岩を素材 とした粉ひき日の上白と考え

られる。7は供給口部 より半折後、外周に沿って剥離がなされている。す り合わせ面は6分画の切線主溝型

と考えられる。背 ・腹面 に残 る墾状工具痕は切 り合いの判断し得 る部分 においてはすべて外周に沿った剥離

痕に切 られてお り、剥離がなされた後に他用途の石器に転用 されていた可能性 も残 る。8も供給口部を中心

として約1/4が残存するのみである。7よ りもやや風化が進行 し、一一部 に外周部が残存するものの剥落が著 し

い。す り合わせ面は目なし型と考えられる。

鉢形石器(註5)は一ツ家遺跡 より安山岩 を素材 とした1点のみが出土 している。約1/8が残存するのみである

が、復元値 は口径約170㎜ 、口縁幅12㎜ を計る。内面に2条の線状痕が認められる以外は内面、外面、口縁

ともになめらかな研磨面に覆われてお り、製作工程は伺い知ることす ら困難である。

以上器種毎に概観 してきたが、当該期に帰属す ると考えられる遺物の多 くは貝殻状剥離痕の発達 しにく

い と考 えられる素質な石材を素材 としてお り、さらに製作工程の最終段階 もしくは使用段階において研磨

がなされた と考えられるものが多 く、製作工程に不明な部分が多い。器形の形態学的分類 に加えて調整技

術をも加味 した分類体系の構築 が急務であると考えられる。

註1明 確な分類基準は設定し得なかったため、大まかに 「直方体状を呈し、1面以上の研磨面を有する石器」を砥石状石器として扱った・

2石 材鑑定においては太田守夫氏より有益な御教唆を頂いた。記して御礼申し上げます。

3硯 形石器の各部名称などについては垣内光次郎氏の論考(垣 内1994)に 従った。

4臼 形石器の各部名称などについては小山岳夫氏および佐々木宗昭氏の論考(小 山1991、 佐々木1986)に 従った。

5形 態、調整などが従来考えられてきた石臼類すなわち、粉挽き臼、茶臼、揚き臼、石揺鉢などのいずれにも属さないと考えられるため、

器形を復元した上でその形態名を冠して仮設した。
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第20表 小池遺跡中世土器・陶磁器一覧

Eti'i.`1R鑛 鑛鑛難鐵難藁"' '自 懸難灘 描 響垂 雑 講1・欝 懸蕪 嚢灘 麟i繍. 、.譲1擁 難'

1 85住 輸 ・青磁 碗 太めの蓮弁紋 13C中? 平安の住居

2 86住 1 輸・白磁 〃 II類 、 口径 約15.Ocm 11C中 ～12C初 平安の住居

3 90住 輸 ・青磁 〃 細めの鏑蓮弁紋、間弁あるか? 13C中

4 92住 輸 ・白磁 1/ V類 11C中 ～12C初

5 95住 2 東海系 捏鉢 径 約25.Ocm、 口唇 沈 線 、 白 っ ぽい 、 中 津 川? 13C末 ～14C前

6 〃 3 須恵質 揺鉢 底部径約12.Ocm、 灰色粗い、揺 り目8本、指押え、底厚い
並

14C則? 竪13と 接合

7 102住 輸・白磁 皿 IX類 13C後 ～14C中 縄紋の住居

8 104住 〃 碗 V類?、 体部小片 11C中 ～12C初 〃

9 125住 輸 ・青磁 碗 蓮弁紋あるか?、不詳 13C・14C 平安の住居

10 126住 4 輸 ・白磁 〃 V類 、 口径16.Ocm 11C中 ～12C初 〃

11 129住 、 輸・青磁 〃 細めの錦蓮弁紋 13C中 〃

12 131住 土師器 皿 深い、薄い、口唇直下指押え、硬質緻密、榿色、非ロクロ 13C 〃

13 138住 輸・青磁 碗
底面厚い、見込みに沈線、角高台(や や五角形状に尖る)、高台

とその内部露胎
13C中 〃

14 149住 輸・白磁 小碗 杯?、時期不明 ? 〃

15 160住 輸・青磁 碗 細めの錆蓮弁紋 13C 〃

16 167住 土師器 皿 浅 い 、緻 密 、 軟 質 、非 ロ ク ロ 13C? 〃

17 183住
!

輸・青白 合子 小型壷の合子か? 12C

18 〃 5 輸・白磁 碗
皿類か?、高台径4.4cm、 見込みの紬 を拭取る、高台を壊さないよ

うに打ち欠き割る
11C中 ～12C初

19 〃 〃 皿 D(類(口 禿皿) 13C後 ～14C中

20 〃 輸・青磁 碗 同安窯系、櫛状紋、漬掛、高台近く露胎 12C中 ～13C初

21 〃 〃 〃 劃花紋碗、2個 体 〃

22 〃 〃 〃 細めの錆蓮弁紋 13C中

23 〃 〃 〃 無紋、2個 体 ?

24 〃 〃 〃 細 めの鏑蓮弁紋、3個 体あり 13C～14C中

25 〃 7 〃 〃 細めの鏑蓮弁紋、厚めの施紬、高台径小さい約3.4cm、 畳付け露胎 13C後 ～14C中

26 ク 〃 輪花碗 口縁部小片 ?

27 〃 6 山茶碗 碗 高台低い、白っぽい、高台径約5!7cm 12C?

28 〃 東海系 捏鉢
口唇丸み、口唇下外面押え、溝25に 同 じ形態あり(図No.45)、 や

や緻密、灰色っぽい

ユ
13C剛?

29 〃 /j 〃
高台部片、高台高1.Ocm、 尖 る、体部下半ナデ、やや緻:密、灰色っ

ぽい
13C?

30 〃 〃 〃 やや緻密、灰色っぽい、体部片2個体分 〃

31 〃 9 土師器 皿
深 く大 きめ、 厚 い 、 口 唇指 押 え ・ナ デ ・尖 らせ る、 底 部 丸 み 、 非 ロ

ク ロ 、 口径14.4・ 底 径5.0・高3.6cm

〃

32 〃 8 〃 〃
深い、作 りが粗い、口唇直下ナデ、全面指押えによる成形、非ロ

クロ、口径約10.Ocm
13C前

33 〃 〃 〃
深い、作 りが粗い、口唇直下ナデ、全面指押えによる成形、非ロ

クロ、口径約10.Ocm
〃

34 〃 〃 〃 浅い、97住 と似るが削 り不明、ロクロか非ロクロか不明、2個 体 〃

35 〃 10 〃 鍋? 径 約30cm、 上 下 さえ不 明 、脚? 13C?

36 〃 常 滑 壷 小片

37 〃 〃 〃 小片、2点、古そう

38 195住 東海系 捏鉢
口唇丸み、口唇下外面押え、溝25に 同 じ形態あり(図No.45)、 や

や緻密、灰色っぽい

並
13C剛? 平安の住居

39 251住 輸・青磁 碗 細めの鏑蓮弁紋か? 13C中 〃

40 262住 輸・白磁 稜皿 白磁か?青磁か? 12C中 ～13C初 〃

41 265住 土師器 皿 深め、口唇指押え・ナデ・尖らせる 13C前 縄紋の住居

42 266住 輸・青磁 碗 同安窯系、外面櫛状紋、内面劃花紋 12C中 ～13C初 平安の住居

43 267住 〃 〃 細めの錆蓮弁紋か? 13C中

44 竪3 12 古瀬戸 卸皿 口径14.6cm 14C前

45 竪6 13 〃 水注 口径 約6.Ocm、P5出 土 〃 平安の遺構

46 竪8 輸 ・白磁 碗 IV類 、大玉縁 11C中 ～12C初

47 〃 輸・青磁 〃 錦蓮弁紋、紬厚く紋様不詳 13C中

48 〃 14 土師器 皿 口 唇押 え ・ナ デ、 口 径 約11.6cm 13C中 ～後

49 〃 輸・青磁 碗 同安窯、漬掛け露胎部あり、太めの櫛状紋 12C中 ～13C初

50 〃 〃 〃 錆蓮弁紋 13C中
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51 〃 26 古瀬戸 水注 竪6と 同じ器種、個体は別 14C前?

52 〃 東海系 捏鉢 白っぽい、底部から体部下半、削り1段 14C?

53 〃 27 東海系 壷 東海系捏鉢と同じ胎土・成形 〃

54 竪9 輸 ・白磁 碗 V類 、乳白色 11C中 ～12C初

55 〃 輸 ・青磁 〃 銅蓮弁紋、間弁不明、3点、別個体 13C中

56 〃 15 〃 〃 蓮弁紋 13C

57 〃 東海系 捏鉢 口唇丸み、口唇直下弱い押え、粗い・灰色 13C中 の前後

58. 〃 16 〃 〃
口唇やや角、口唇直下弱い押え、やや粗い、胎土灰色、口径約

28cm
〃

59 竪10 輸 ・白磁? ? ?

60 〃 輸・青磁 碗 錆蓮弁紋、間弁? 13C中

61 竪11 17 輸・青磁 皿 見込み削 り、櫛状紋、外面削 り、紬調不明、底面露胎、底径5.2cm 12C中 ～13C初

62 〃 古瀬戸 水注 把手か? ?

63 竪12 〃 皿? 内面灰粕、外面下半は露胎 ?

64 〃 20 須恵質 揺鉢
底径約11.Ocm、 静止糸切 り(一 定の生産を示唆)、 外面横回転ナデ

(ロクロか否か?)、 緻:密で白っぽい、摩滅著しく揺 り目単位不明
14C?(13C?)

65 〃 輸・青磁 碗 蓮弁紋ただし錦不明 13C中?

66 〃 〃 〃 太目の蓮弁紋 〃

67 〃 28 土師器 皿 深 め 、 口径12.0・ 底 径6.4・高2.8cm、 横 ナ デ、 底 部 凹 凸 13C中 ～後

68 .〃 19 輸・白磁 〃 D(類(口 禿皿) 13C後 ～14C中

69 〃 輸・青磁 碗 内外面とも無文?、 小片で不詳 13C?

70 〃 〃 〃 蓮弁紋、小片で不詳、3個 体あり 〃

71
`

〃 18 土師器 皿
削 りの よ うに見 え るが 、 へ ら状 工 具 に よ るナ デ ツ ケ 、 ロ ク ロ、 緻

密 、 口径8.5・底 径6.4・高1.2cm
13C中 ～後

72 竪13 東海系 捏鉢 高 台高1.Ocm、 高 台 か ら1段 削 り 13C前 ～ 中

73 〃 3 須恵質 〃
底 径 約12cm、 灰 色 ・粗 い 、 播 り 目8本 、指 押 え、 底 厚 い 、95住 と接

合
14C

74 土1005 輸 ・白磁 碗 V類 、櫛描状紋、浅い沈線 11C中 ～12C初

75 土1045 輸 ・青磁 〃 6個体分、いずれも細めの鏑蓮弁紋
　

13C中

76 土1046 〃 〃 細めの鏑蓮弁紋 〃

77 土1062 22 古瀬戸 卸皿 14C前

78 土1080 輸・青磁 皿 体部中程沈線、体部外面櫛描状紋、白磁? 12C中 ～13C初

79 土1098 〃 碗 小片のため不詳、蓮弁紋は見 られる 13C中?

80 土1103 23 山茶碗 小碗 尾 張 、 口 径8.6・底径3.6・高2.6cm 12C～

81 土1140 輸・白磁 碗 口禿皿 13C後 ～14C中

82 土1226 25 三筋壷 壷
肩に2本、体部に1・2・2本、自然紬、下半削 り、非ロクロ、内面横

ナデ、肩部指頭圧痕
12C後 か

83 土1228 24 輸・白磁 碗 高台先端欠、推定高台径6.Ocm、 見込み沈線、櫛描紋 11C中 ～12C初

84 土1240 29 須恵質 捏鉢
底径13.4cm、 砂底、白っぽい胎土、やや軟質、胎土95住 に近い、

摩滅著しい、底部薄い
14C?(13C後?)

85 土1310 31 土師器 皿 ロ ク ロナ デ 、浅 い、 口径8.7・底 径6.4・高2.2cm、 高 さい ろ い ろ ?

86 〃 30 〃 〃 ロ クロ ナ デ、 浅 い 、 口径8.7・底 径6.2・高1.7cm ?

87 土1507 輸・青白 水注 型押紋、土1895と 同一個体か 12C

88 土1529 輸 ・白磁? 碗 内外面の紬調が相違 ?

89 土1564 32 土師器 皿 浅 い 、大 、 内 面 丁 寧 なナ デ 、 口縁 稜 、 口径 約13.7・ 高 約2.lcm 12C末 ～13C前

90 土1818 33 〃 〃 口縁 横 ナ デ、 口 径13.0・底 径 約8.0・高2.6cm 〃

91 土1831 34 輸・青磁 〃 白磁か、体部中程沈線、見込み2本細い線 12C中 ～13C初

92 土1858 〃 碗 太めの鏑蓮弁紋、間弁あり 13C中

93 土1873 〃 〃 鏑蓮弁紋 〃

94 土1877 35 古瀬戸 花瓶 鉄紬 14C前

95 土1878 東海系 捏鉢 高 台 高1.2cm、 削 り1段 、 白 っぽ い 14C中

96 土1883 輸 ・青磁 碗 無文か? 13C
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97 土1889 36 土師器 皿 ロ ク ロ右 回転 、 口径1L4・ 底 径7.6・高2.5cm、 燈 明皿 ?

98 土1890 37 東海系 捏鉢
高 台 高1.5cm、 口径28.6・ 底 径13.3・ 高12.7cm、1段 削 り、 口唇 溝 、 口

縁 直 下 指 押 え
14C前?

99 土1895 38

'

輸 ・青 白 水注 型 押 紋 、 土1507と 同 一 個 体 か 、 底径5.6cm 12C

100 溝25 40 輸・白磁 碗 IV類 、 大 玉 縁 、 小 片 、 口 径12.6cm誤 差 あ り 11C中 ～12初

101 〃 〃 〃 N類 、大玉縁 〃

102 〃 43 〃 皿 黄味がかった紬調、底径3.4cm 〃

103 〃 42 輸・青磁 碗
高台から体部片、蓮弁紋があると思われる、紬厚い、濃緑、高台

脇にノミ痕、底径5.Ocm
13C中

104 〃 〃 〃 錆蓮弁紋、細め、間弁不詳、7個 体分 〃

105 〃 〃 〃 劃花紋?、淡い青緑色、透明感あり 12C中 ～13C初

106 〃 〃 〃 無文 13C

107 〃 39 〃 皿 見込み内櫛描状紋、底径4.Ocm 12C中 ～13C初

108 〃 45 東海系 捏鉢 口 唇 丸 、 直 下押 え 、 白 、緻 密 、 口径35.2cm、 開 く 13C前

109 〃 44 〃 〃 口 唇 角 、 白 ～灰 、緻:密 13C前 よ り古?

110 〃 41 土師器 皿 非 ロ クロ 、 大 ・深 、 口径14.4cm 13C前

111 溝26 輸 ・青磁 碗 錆蓮弁紋、小片 13C中

112 溝27 47 輸・白磁 碗 IV類?、 角高台、底径推定6.4cm、 畳付け内部露胎 11C中 ～12C初

113 ク 〃 〃 V類?、 体部下半露胎、見込み付近沈線 〃

114 〃 〃 〃 内外面とも紬、沈線、皿類?、V類? 〃

115 .〃 〃 〃 見込みに沈線、V類? 〃

116 〃 〃 〃 体部内面に櫛状紋、V類? 〃

117 〃 〃 皿 輪花のように口唇をわずかにくぼめる 〃?

118 〃 46 〃 〃 IX類 、底 部 片 、 底 径5.4cm 13C後 ～14C前

119 〃
'

輸・青磁 碗 劃花紋、深緑の紬、透明感 12C中 ～13C初

120 〃 〃 〃 鏑蓮弁か?、紬厚い 13C中?

121 〃 〃 〃 無文 13C

122 〃 古瀬戸 水注 4片 13C後 ～14C前

123 〃 48 東海系 捏鉢 口唇溝、直下押え、白緻密、3点 別個体? 13C末 ～14C前

124 〃 〃 〃 高 台 高1.2cm、 尖 る 、 削 り1段 、 白、 緻 密 〃?

125 〃 〃 〃 体部片、白、緻密 〃?

126 溝29 49 大 窯 皿 志野、長石紬 17C前

127 溝30 輸 ・白磁 碗 櫛状紋 11C中 ～12C初

128 〃 53 輸・青磁 〃 細めの鏑蓮弁紋、口径15.Ocm 13C中

129 〃 54 〃 〃 細めの鏑蓮弁紋、底径推定5.Ocm 〃

130 〃 〃 〃 ほか細めの鏑蓮弁紋2個体 〃

131 〃 52 〃 〃 太 い 鏑 蓮 弁紋 、 口径15.6cm 〃

132 〃 〃 〃 ほか太い錆蓮弁紋?1点 〃

133 〃 〃 〃 太い蓮弁紋1点 〃

134 〃 〃 〃 底 面厚1.4cm、 角 高 台 径 約5.Ocm、 畳 付 けの み 露:胎 〃

135
'

〃 〃 〃 底 面 薄0.4cm、 細 高 台 径4.4cm、 畳 付 け露 胎 、 胎 土 赤 13C後 ～14C中

136 〃 〃 杯 玉縁状のふくらみをもつ? 13C?

137 〃 東海系 捏鉢 口唇溝、直下押え、白・緻密 13C末 ～14C前

138 〃 51 土師器 皿 『ロ ク ロ
、 黒 っ ぽ い 、 口 径11.4・ 底 径7.6・ 高3.2cm ?

139 〃 〃 〃 ロクロ、上 とほぼ同じ、胎土は赤っぽい ?

140 〃 50 〃 〃 口径 約13.2・ 底 径 約6.9・高 約3.Ocm、 非 ロ ク ロ? ?

141 井戸2 11 古瀬戸 卸皿 口唇やや溝あり 14C前

142 〃 〃 丸皿 灰粕、時期不明 15C?～16C?

143 F区 検 56 輸・白磁 碗 V皿類、見込み紬掻取り、外面下半削 り露胎 11C中 ～12C初

144 〃 〃 皿 IX類、 口縁片 13C後 ～14C中

145 〃 輸・青白 梅瓶 体部片、渦紋 12C

146 〃 〃 〃 体部片、.沈線2本 〃

147 〃 55 輸・青磁 碗 劃花 12C中 ～13初

148 〃 〃 〃 劃花 〃

149 〃 〃 〃 10個 体分、細めの鏑蓮弁紋、小片 13C中

150 〃 〃 〃 2個体分、太めの鏑蓮弁紋、小片 〃
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151 〃 〃 〃 2個体分、薄手の作 り、無文か ?

152 〃 〃 〃 見込みに花紋、底部片 ?

153 1/ 〃 皿? 1個体 13C

154 〃 古瀬戸 皿 灰紬 時期不明

155 G区検 輸 ・青磁 碗 1個体、劃花紋 12C中 ～13C初

156 〃 〃 〃 2個体、細めの鏑蓮弁紋 13C中

157 〃 〃 〃 3個体、不明 13C?

158 〃 古瀬戸 小碗 鉄紬、外面下半露胎部あ り、大窯か? 15C?・16C? ＼

159 H区検 輸・白磁 碗 見込みに沈線、V類?、 体部外面下半露胎 12C中 ～13C初

160 〃 57 輸・青磁 〃 鏑蓮弁 13C中

161 〃 〃 〃 鏑蓮弁 〃

162 〃 〃 〃 不明 ?

163 〃 常 滑 壷 小片

第21表 一ツ家遺跡中世土器 ・陶磁器一覧

麟磁 難灘 難、圏 瀬醗 ・'灘強 器猿 羅 徴 欝 灘羅翻 灘 霧

1 120住 大 窯 丸皿 16C 平安の住居

2 125住 輸・青磁 碗 龍泉窯 13C 古墳の住居

3 〃 ? 皿 近世～明治 18C後 ～ 〃

4 竪2 内耳土鍋 4点

5 〃 ? ? 土製の甕?

6 〃 古瀬戸 皿 縁紬皿 15C

7 竪3 59 内耳土鍋 完形 16C前 ～中

8 〃 60 〃 残存率50% 〃

9 〃 61 〃 〃

10 〃 58 〃 16C中

11 竪5 62 大 窯 丸皿 16C前 ～ 中

12 〃 63 〃 皿 〃?

13 土坑墓 64 土師器 皿 手捏ね 13C中

14 〃 65 〃
'

〃 〃 〃

15 〃 66 〃 〃 〃 〃

16 〃 67 〃 〃 〃 13C前 ～ 中

17 土14 68 東海系 捏鉢 灰色 12C後 ～13C初

18 土26 輸 ・白磁 碗 V類?、 櫛描 11C後 ～12C初

19 土44 69 内耳土鍋 1個体実測可、他小破片
並

16C剛

20 土46 古瀬戸 鉢 折縁深皿、土48と 接合 15C

21 土48 〃 〃 折縁深皿、土46と 接合 〃

22 土56 70 〃 折縁深皿
』
15C則

23 土61 内耳土鍋

24 土66 〃 3点

25 〃 大 窯 丸皿 16C前 ～ 中

26 土83 内耳土鍋

27 土372 72.73 内耳土鍋 3個体 16C前 ～ 中

28 〃 71 土師器 皿 燈明皿

29 溝1 74 古瀬戸 天目 15C後

30 〃 〃 卸皿 15C中 ～後

31 溝3 85 内耳土鍋 16C中

32 〃 86 〃 〃

33 〃 84 〃 〃

34 〃 82 〃 〃

一247一



騨灘離 灘鰯
H7f:、'a..

馨灘灘灘葦 轟懇 垂ll纏聾 難 難 灘 …馨難 垂1"'C+: 聡E量 紺

照 懸

藤髄

35 〃 〃 ほか29個 体

36 〃 81 土師器 皿 ?

37 〃 79 〃 〃 ?

38 〃 77 〃 〃 ?

39 〃 〃 〃 ?

40 〃 7S 大 窯 稜皿 16C前 ～ 中

41 〃 78 〃 丸皿 灰紬 16C中

42 〃 76 〃 碗 16C前 ～ 中

43 〃 〃 鉢 灰紬施紬 16C

44 〃 〃 丸皿 灰紬 16C

45 〃 〃 〃 溝4(図No.88)と 酷似 16C中

46 〃 〃 天目 もしくは丸碗 16C

47 〃 80 輸・青磁 碗 明代

48 〃 〃 〃 鏑蓮弁、龍泉 13C中?

49 溝4 90 内耳土鍋 16C中

50 〃 〃 ほか4個 体 16C前 ～ 中

51 〃 87 土師器 皿 ?

52 〃 88 大 窯 丸皿 16C前 ～ 中

53 〃 89 〃 〃 〃

54 〃 〃 〃 図No.89と 同一 個 体?

55 〃 〃 揺鉢

56 〃 86 輸・白磁 碗 明

57 溝5 101 内耳土鍋

58 〃 100 〃

59 〃 〃 ほか14個 体

60 〃 96 土師器 皿

61 〃 97 古瀬戸? 天目

62 1/ 98 大 窯 〃

63 〃 〃 〃 小天目

64 〃 〃 天目か丸碗、3個体

65 〃 99 古瀬戸 平碗 灰紬平碗

66 〃 〃 〃 ほか4点

67 〃 91 〃 鉢 折縁深皿 15C中

68 〃 92 〃 〃 〃 14C中 ～後

69 〃 93 〃 〃 〃 〃

70 〃 〃 〃 〃、 図No.92の タ イ プ

71 〃 〃 〃 〃、底 部 、糸 切 り痕

72 〃 〃 〃 〃、体部片

73 〃 〃 皿 縁紬皿、2個体 15C

74 〃 〃 壷?

75 〃 輸・白磁 碗 古代末?

76 〃 〃 〃 IV類?

77 〃 95 〃 皿 IX類 13C後 ～14C中

78 〃 〃 碗

79 ク 94 〃 〃 鏑蓮弁紋 14C中

80 排土 〃 〃 V類?

81 〃 〃 〃 〃

82 〃 〃 〃 見込みに沈線

83 〃 近世陶器 丸碗 18C後 ～
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第22表 一ツ家遺跡埋納銭銭種一覧

鎌麟 瞬轍 織饗繊i 鞠鑛購 璽糊 萩灘 1礁 纏鎌 鶴 識 難鍵' 鋤鍵繕 墾翻 一、 譲難
1 4～6 開元通寳 621 唐 37 22 63～69 元豊通寳 1078 北宋 55

2 7 軋元重寳 758 〃 2 23 70～76 元祐通寳 1086 〃 41

3 8 宋通元寳 960 北宋 2 24 7779 紹聖通寳 1094 〃 121

4 9 太平通寳 976 〃 2 25 80～82 元符通寳 1098 〃 41

5 10.11 淳化元寳 990 〃 2 26 8389 聖宋元寳 1101 〃 15

6 12-15 至道元寳 995 〃 7 27 90 大観通寳 1107 〃 7

7 16 成平元寳 998 〃 10 28 91～95 政和通寳 1111 〃 15

8 17 景徳元寳 1004 ク 5 29 96 宣和通寳 1119 〃 1

9 18 祥符元寳 1009 〃 7 30 97 慶元通寳 1195 南宋 1

10 19 祥符通寳 1009 〃 8 31 98 紹定通寳 1228 〃 1

11 20 天禧通寳 1017 〃 7 32 99～101 淳祐元寳 1241 〃 3

12 21～23 天聖元寳 1023 〃 29 33 102 皇宋元寳 1253 〃 1

13 24 明道元寳 1032 〃 1 34 103,104 正隆元寳 1157 金 2

14 25～27 景祐元寳 1034 〃 10 35 105 大定通寳 1178 〃 1

15 28-38 皇宋通寳 1038 〃 55 36 106ｰ107 至大通寳 1310 元 2

16 3941 至和元寳 1054 〃 7 37 108 大中通寳 1361 明 1

17 42.43 嘉祐元寳 1056 〃 6 38 109113 洪武通寳 1368 〃 21

18 44.45 嘉祐通寳 1056 〃 10 39 114,116 永楽通寳 1408 〃 50

19 4650 治平元寳 1064 〃 10 40 117 宣徳通寳 1433 〃 1

20 51 治平通寳 1064 〃 1 41 118,119 朝鮮通寳 1423 朝鮮 2

21 5262 熈寧元寳 1068 ク 45 銭種不明 3

枚 数 合 計502

第23表 小池 ・一ツ家遺跡中世石器一覧

鑓麹

灘麟

懸灘麟
灘 擁

一鐵 纐i嬢 療蒲
騰獺
織欝縫
織 数i

織懸撚
蓮 鍛 麹議鎌灘 灘藤麹藝醗雛数麟灘醸懸 難獲鱗数 麹騰襲謙 講 継

蕪繍
鷺嫌

1 小池F区 93住 平安 1 99.0 0 0 0 0 0 0 砂 岩 一

2 小池F区 96住 平安 1 44.4 0 0 0 0 0 0 凝灰岩 『

3 小池F区 100住 平安 1 40.8 0 0 0 0 0 0 硬砂岩 一

4 小池F区 162住 平安 1 558.0 0 0 0 0 0 0 緑色凝灰岩 一

5 小池F区 183住 中世 1 74.5 0 0 0 0 0 0 凝灰岩 1

6 小池F区 竪12 中世 1 199.5 0 0 0 0 0 0 凝灰岩 一

7 小池F区 土1045 中世 1 50.0 0 0 0 0 0 0 砂質礫岩 2

8 小池F区 検出面 不明 1 23.8 0 0 0 0 0 0 粘板岩 一

9 小池F区 183住 中世 0 0 1 0.9 0 0 0 0 粘板岩 5

10 小池F区 竪8 中世 0 0 1 8.9 0 0 0 0 粘板岩 4

11 小池F区 土1035 不明 0 0 1 79.5 0 0 0 0 粘板岩 6

12 小池G区 159住 平安 1 87.5 0 0 0 0 0 0 緑色凝灰岩 3

13 小池G区 273住 平安 1 57.5 0 0 0 0 0 0 凝灰岩 一

14 一ツ家A区 溝2 中世 1 39.4 0 0 0 0 0 0 千枚岩 一

15 一一ツ家A区 排土 不明 1 166.9 0 0 0 0 0 0 凝灰岩 一

16 一 ツ家A区 溝3 中世 0 0 0 0 1 2715.0 0 0 安山岩 8

17 一・ツ家A区 溝3 中世 0 0 0 0 1 10070 0 0 安山岩 7

18 一ッ家A区 溝4 中世 0 0 0 0 0 0 1 85.5 安山岩 9

総 計 12 1441.3 3 89.3 2 12785.0 1 85.5
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第166図 中 ・近世の遺物(1)
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第167図 中 ・近世の遺物(2)
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第168図 中 ・近世の遺物(3)
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第169図 中 ・近世の遺物(4)
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第170図 中 ・近世の遺物(5)
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第171図 中 ・近 世 の遺 物(6)
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第172図 中 ・近世の遺物(7)
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第173図 中 ・近世の遺物(8)
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第174図 中 ・近世 の遺物(9)
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第175図 中 ・近世 の遺物(10)
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第176図 中 ・近 世 の遺 物(11)

砥石状石器(1～3)、 硯形石器(4～6)、 臼形石器(7・8)鉢 形石器(9)
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嚢

1.縄 紋時代の集 落 につ いて

本項では小池・一一ツ家両遺跡における縄紋時代集落の動 きについて、竪穴住居趾を中心 として時期毎に概

観 し、調査の まとめとしたい。なお両遺跡 は塩沢川と舟沢川に挟 まれた狭長 な領域に立地する集落吐であ

る。両集落の間には当時何 ら地形的障害は認め られず、同一地形面で隣 り合 って位置 してお り、時期的に

も併行関係にある。当然密接 な関わりをもって居住活動が推移 したことが予想 される。 また八ヶ岳西南麓

の集落遺跡群がそうであるように、塩沢川右岸の台地上 とい.う観点か ら上流の雨堀遺跡、一ツ家遺跡 に南

接するエリ穴遺跡などの中期諸集落跡 とも関わ り、一領域を形成 していた可能性 も考えなくてはならない。

従ってここでは小池・一ツ家遺跡を軸に据えつつ、周辺諸集落の動向についても併せてみてゆきたい。

なお集落の全体像 に迫るには調査範囲があまりに狭 く、何か と制約があったものの調査が不十分 となっ

てしまい、加えて報告・考察も不完全 となった点を担当者 として深 く反省 し、今後の課題 としたい。

①前期～中期1段 階(梨 久保式1段 階)

小池r一一ツ家の地が居住の場 としてはまだ積極的に利用 されない段階で、前期前葉の土器が一 ツ家遺跡の

B区 から、前期後葉の土坑1基 が小池遺跡F区 か ら、そ して中期1段 階の遺物が次段階の遺構に混入 してごく

少量得 られているにす ぎない。塩沢川右岸領域での前期の居住域の一つは一ツ家遺跡東方700mに ある清心

遺跡に求められ、諸磯a・b式期の住居趾2棟が調査 されている(松 本市文化財調査報告No.54)。

②中期2段 階(梨 久保式11段 階)

一ツ家で居住活動が開始される。 しかもb段階からc段階にかけて急速に集落が拡大 し、東西に長 く広範囲

に12棟 以上の住居趾、土坑が検出された。その配置は調査部分から類推すると台地南縁(旧 舟沢川?沿 い)

に沿って展開する傾向が強い。ただ し台地北縁部(舟 沢川沿い)の 様相が不明であ り、またA区 とB区 の問

が空隙になる可能性も残され、集落全体の形態はいまひとつ捉えにくい。

この段階の住居tdt形態は直径3～5m程 度の円形プランで中央 に埋甕炉 を設け、4～5本 柱 となる。遺構間で

の際立った差異はない。炉をめぐっては次段階も含めて廃絶時に炉体土器を抜 き去るものが しばしばみ ら
へ

れるが、炉の造 り替えの場合は旧炉体は残される。住居廃絶時に限って再使用可能なものが抜 き取 られる

のか、あるいは一ツ家101住 での抜去 した土器を床上に置 き去 りにし遺構を埋め立てる例に示されるように、

何かそれ以外の精神的背景があるのか検討を要 しよう。

塩沢川右岸 におけるこの段階の集落杜は1,900m上 流の雨堀遺跡 にも存在が確認 されている。住居tikの検

出こそ1棟にとどまるものの、土坑群、捨て場から多量の土器が得 られてお り、比較的大 きな集落だっLたと

推定される(松 本市文化財調査報告N().20・23)。その時期的分布 もb・c段階を主体 とし、一ツ家遺跡 と同時期

である。両集落間は視認できる位置にあ り、狭長な塩沢川右岸領域の東西に位置する相互に密接 な関係 を

もって営まれた拠点的集落 として捉えることが可能である。

③中期3段階(狢 沢式期)

前段階から住居趾数を大幅 に減 じ、一ツ家、小池それぞれに小集落が構えられるようである。その構造は

調査範囲か らだけでは断定で きないが、小池の場合F区 中央部を広場空間とし、南北縁 に住居趾 を配 した環

状の形態 とも捉 えられる。一ツ家の場合 も東寄 りに位置する66・74住と西寄 りに位置する103住 との間を広

場とみなせな くはない。連続する次段階の遺構の分布を重ねるとより鮮明である。

集落を構成する住居肚は前段階と同様、円形プラン、4～5本 柱 を基本 とするが、炉は埋甕炉に加えて小
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型・方形の石組炉が出現 している(一 ツ家103住 ・小池208住)。 炉体の素材が土器から石材へ転換された結果

であろう。小池208住 では屋内に袋状の貯蔵穴が設けられ、一ツ家66住 や小池265住 のように掘 り込みの著

しく深い住居趾がみられるの も本段階前後の特色である。

この段階の集落趾は今のところ塩沢川右岸のほかの調査遺跡 には認められていない。

④中期4段 階(新 道式期)

3段 階と傾向は変わらず、小池、一・ツ家それぞれに1～2棟 を検出 したにす ぎない。個々の住居趾は円形プ

ラン、4～5本 柱 を踏襲 し、炉 は小型・方形の石組炉が定着、埋甕炉がみ られな くなる。小池215住 ではミニ

チュア土器、顔面把手付の深鉢が出土 している。

ほかの遺跡 としてはエ リ穴遺跡で前段階か ら本段階に3棟の住居が営 まれ、雨堀遺跡で も2棟が確認 され

ている。これらの調査遺跡での所見をみる限 りにおいて2段 階における拠点的な二集落から3・4段階の小規

模集落の散在へ と領域内で集落形態や分布が変化 したように受け取られる。

⑤中期5段 階(藤 内1式 期)

小池で住居趾1棟が検出され、試掘 トレンチ内で土器が出土 しているに過 ぎず、小規模 な集落と考 えられ

る。塩沢川右岸領域のほかの遺跡ではこの段階の遺構は確認されない、空白に近い状況 を呈 している。

⑥中期6段 階(藤 内ii式 期)

小池で3棟の住居趾が調査 されている。本段階 も一ツ家では遺構がみられない。住居形態は5～8本 主柱 の

円形プランで、198住 など床面中央部に設けられる石組炉は前段階に比較 して大型化、使用石材 も増える多

角形状を呈するようになる。102住 では次段階につながる小礫 を用いた石組炉で、一部石材の代わ りに土器

片 を用いている。198住 では緑色凝灰岩製の大珠が出土 している。

この段階の住居趾は雨堀遺跡でも1棟が確認 されている。3段 階か ら本段階までこの領域内では拠点的と

いえる集落趾 は今のところ知 られていない。

⑦中期7段階(井 戸尻1式 期)

小池で6棟以上の住居が営まれ、再び集落が拡大する傾向にある。 しか し一ツ家では依然 として住居趾が

見当たらない。遺構の配置はH区 付近を広場空間とし、その北～南縁 に住居が配される状況が看取される。

住居形態は大型・円形 のものが 目立ち、柱配置は6本内外である。床中央付近 に石組炉が設けられるが、

その形態は小礫 を多数円ない し隅丸方形状に配 し、平面規模 は若干拡大、掘 り込み も深 くなるようである。

いずれの住居趾 も覆土中に多量の土器が廃棄 されるのが特徴で、また118住 ではベンガラを納めたものなど

ミニチュア土器3点、遺構掘 り方の肩から有頭石棒の上半部が出土 している。

この段階の住居趾はほかにエリ穴、雨堀遺跡で各1棟が確認されるが、大規模な集落は見当たらない。

⑧中期8段 階(井 戸尻iii式期)

小池遺跡で3棟、一ツ家遺跡で1棟新 しい段階の住居趾が検出されている。集落構造は不鮮明である。住

居形態は前段階と規模、主柱穴など大差はない。炉 も同様で小礫 を円形に囲むものが床中央から若干奥寄

りに配 されるが、201住 の炉はやや偏平な円ないし亜円礫の平坦面 を上に向けて配 した形態をなし、次段階

にかけて盛行する形態 と捉えられる。

遺物は前段階と同様、覆土中に多量の土器が廃棄される状況が窺える。

塩沢川右岸のほかの遺跡では今のところ本段階の遺構は確認されていない。

⑨中期9段 階(唐 草紋1段 階)

遺構数は著 しく少なくな り、両遺跡で各1棟 の住居趾、若干の土坑が検出されたのみである。集落の構造

は判然としない。なお雨堀遺跡でも1棟の住居趾が確認 されているが、各遺跡ともにごく小規模な集落であ

ったものと考えられ、拠点 と呼ぶにふさわしい集落趾は塩沢川右岸領域では今の ところ見当たらない。
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⑩中期10段 階(唐 草紋II段 階)

次段階にかけて集落が急速に拡大、ピークに達する。本段階の住居杜 は塩沢川右岸の各遺跡でみ られる

が、その疎密 には遺跡間で差異がある。住居趾の検出数は小池12棟 、一ツ家5棟 、エリ穴4棟 、雨堀6棟 を数

える。とりわけ小池遺跡がほかを抜 きんでて規模の大 きな集落 ということができる。

この段階の遺構は住居形態、土器様相か ら二分 され、古段階か ら新段階にかけて住居趾数に拡大傾向が

窺える。まず住居形態についてみると古段階は円ない し楕円形プラン、床面上奥壁寄 りに長方形の大型化

した石組炉が設けられる(小 池116・172住 、一ツ家81住 など)。炉の掘 り込みは浅 く、石材 も小振 りの もの

が用いられる。入口側一辺のみ石材の平面を上に向ける場合が多 く、焚口が意識 される。

新段階は円形 に加え隅丸方形ない し多角形状 を呈するものが現れる。炉は大型化が著 しく、揺鉢状の深

い掘 り方、大型の平石を傾斜 させ壁に用いた方形の石組炉を特徴 とする(小 池134・173住 など)。大半の住

居が廃絶時に石材を抜 き取 られ、戸外 に持ち出されるか炉内あるいは床上に廃棄されるの もこの段階以降

にみ られる現象である。石材の再利用 としてではなくむしろ機能を停止 した炉 に対する意図的な破壊行為

の結果と受け取 られよう。 もう1点新段階の大半の住居虻から検出される屋内施設に出入口部の埋甕がある。

そのほとんどは深鉢を正位 に埋設するもので、逆位 はわずかである。土器は底板ないしは胴下部を欠 くも

の と底部 を有するものの二者があ り、在地の唐草紋系土器 を用いている。時折蓋石が載せ られる。これ ら

の傾向は塩沢川右岸領域の各遺跡 とも共通 している。

次に各集落の状況みる。小池遺跡の場合H区 を広場空間にして南に開口する馬蹄形集落が想定され、住居

:趾群 と広場空間の間に土坑が集中する傾向を窺 うことができる。古段階は4棟、新段階が8棟 ある。住居の

出入口はすべて南側である。G区 の134住 のみ住居趾群から大 きく北に離れて単独で存在 し、炉の石材がそ

のまま残 される、出入口部東側の壁が張 り出し、石柱 ないしは石壇状の施設が設けられている点で様相 を

異にし、祭祀などの特別な性格を帯びた遺構であった ものと解釈 される。そのほか特殊 なものとして117・

202住 ではミニチュア土器や土偶が出土 し、埋甕を3基有 している。187住 ではピッ ト内か ら釣手土器が出土

し埋甕は逆位に埋設 している、173住 では炉石が完存 し、埋甕 も2基みられるといった点が指摘できる。F区

で検出された2基の方形柱穴列は時期決定に苦 しむが、おそらく本段階に営まれたものとみている。

一ッ家遺跡では集落形態 は台地南辺 に沿って帯状 に住居趾が連なる傾向がある。古段階1棟、新段階4棟

を数え、各遺構 とも出入口は南側に設けられる。古段階の81住 は長方形石組炉 と奥壁の問の柱穴脇 に土鈴

の入った小型の深鉢が置かれていた。

新段階の集落では住居趾群の中央にある87住 が突出 して大型で、出入口部の埋甕 も大型の把手付鉢 を用

いる点で珍 しい。ほかの遺跡を含めても規模的には最大であ り、中心的な役割を担ったのであろうか。東

部にある57住 は石材 を斜めに配する点ではほかと共通するがやや小振 りの石材を用いた円形の炉であ り、

方形炉中心の状況下、円形を志向する点で異質である。石材 も抜去されず、埋甕は逆位埋設である。

このように両集落において埋甕のあ り方、炉のあ り方、出土遺物など、標準的なものとそうでないもの

の相違が比較的明確に読み取 られ、集落を構成する各住居趾の性格の差を物語っている。

⑪中期11段 階(唐 草紋Ill段階)

小池、エ リ穴遺跡では集落が縮小 し、ほとんど住居趾がみ られない。雨堀遺跡で もその数を減 じている。

逆に一ツ家遺跡では本段階で集落が最大規模 になり、17棟 以上の住居趾が検出されている。集落の形態は

やはり台地南縁に沿って帯状に住居趾、土坑が展開するが、A区 北側の トレンチ内か らも多数の遺構が検出

されてお り、台地中央部を広場空間とした巨大な馬蹄形集落となる可能性 も高い。

住居趾形態は隅丸方形ないしはホームベース形 を呈するものが二般的で、隅寄 りに柱穴 を設けた5本柱 と

なるものが多い。炉は奥壁寄 りにあ り、12新 段階 と同様、揺鉢状に掘 り込まれた方形の大型石組炉が設け
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られる。またほとんど例外な く廃絶時に石材が抜 き去 られる。南向きに設けられた出入口部の埋甕は大半

が正位 に深鉢を埋設 し、土器は底部を有するものとそうでないものがみられる。逆位埋設は65・83・99住の3

例があ り、 ともに底部 を欠いた深鉢を用いる。99住 では曽利式系の土器 を用いている。ほかに特異な埋甕

として入口側か らみて炉の右側ないし左側の床面 に底部穿孔を施 した小型の深鉢を逆位埋設する例が65・93

住でみられた。なお雨堀遺跡でも出入口部の埋甕は正位 に埋設 される傾向にある。

遺物は本段階か ら在地の唐草紋系統の土器に加え、加曽利E式 など縄紋系の土器群が増 して くる。特殊な

遺物は4・30住から土偶が、93住 からは土鈴が出土 している。

⑫中期12段 階(唐 草紋IV段 階)

両遺跡 ともに住居;趾:数を急速 に減 じ、2～3棟 程度の構成 となる。特に一ツ家遺跡で集落の縮小がが著 し

い。住居形態は基本的には前段階 と変わらず、奥壁寄 りに配 された石組炉は例外なく石材が抜 き取 られて

いる。出入口は南側 に設けられる。埋甕は正位埋設がほとんどで、縄紋系の土器を用いる場合がある。小

池206住 、一ツ家63住 では出入口部以外 にも埋甕があ り、前者は炉の左側、後者は奥壁下に設けられている。

出入口部の もの とは性格が異なるのであろう。

特殊な遺物 としては小池206住 か ら土偶、土鈴が出土 している。

本段階の住居趾 はほかに雨堀遺跡で2棟が調査 され、土偶などが出土 している。塩沢川右岸領域内の各遺

跡で一致 して集落の縮小傾向が窺える。

⑬中期13段 階(唐 草紋V段 階)

一ツ家遺跡では前段階 と同様、集落の縮小期である。小池遺跡では再び住居趾数が増加傾向にあ り、7棟

が検出された。10段 階以来のH区 を広場空間とする馬蹄形構造 が維持 されているように見受けられる。前段

階に比べてやや小型の円形プランが多い。炉 は114住 や224住 など石材を抜 き取 らないものが存在する。形

態的にはやや小型化 し、大型の平石を4枚方形に立てて壁 とする深い ものである。埋甕は3棟 で検出され、

深鉢 を正位に埋設、蓋石の伴 うものがある。

一ツ家107住 もやや小型の方形を呈 し、石組炉 も小型化 している。埋甕も小池の例 と同様深鉢を正位 に埋

設する。雨堀遺跡 も炉形態など共通する。

なお本段階をもって小池 ・一ツ家・雨堀の各集落は主たる居住活動を停止 し住居肚はみ られなくなる。

⑭後・晩期

小池遺跡ではH区 に初頭～前葉の土坑 と遺物の散布が、一ツ家遺跡でも初頭の土坑が若干みられるものの

住居吐は確認されず、集落は終焉を迎える。一方、エ リ穴の台地上では後期初頭の遺構 ・遺物はほとんどみ

られないものの、前葉以後は居住活動が本格化 し、以後晩期中葉に至るまで居住活動が継続 される。

塩沢川右岸領域では後 ・晩期の集落趾はいまのところエ リ穴遺跡以外 に知 られていない。おそ らく後期以

後の活動拠点 としてこの地に集約 されるもの と考えられるが、後期末～晩期中葉の2,500点 を超 える土製耳

飾 りの出土量に象徴 されるように、それは塩沢川右岸の領域を超えた、より広域の集団の結集を意味する

もの とも考えな くてはならないであろう。少なくとも今現在、エ リ穴遺跡 に匹敵 して長期に継続する後・晩

期の集落趾はこの周辺では見出されていないこともそのことを示唆 していよう。

このように現在 までの調査結果から小池・一ツ家遺跡をはじめ塩沢川右岸領域における中期の集落の動 き

を読み取ると、中期2段 階、11・12段階に高揚があ り、拠点的 ともいえる大集落が形成 されるが、それ以外

の時期、とりわけ3～10段 階については小規模集落が散在する傾向をおぼろげながら把握することができた。

この散在期の状況は不明な点 も多 く、あるいは未知の大集落趾が存在 している可能性 も残 され、今後の

検討課題 となる。また各段階内でのより仔細な集落の動 きや他地域の事例 との比較検討 も今回で きなかっ

た。これについてはあらためて別の機会に捉え直 しを行ってみたい。
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第177図 縄紋時代集落の変遷(1)
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第178図 縄紋時代集落の変遷(2)
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中期6段階

中期7段階

第179図 縄紋時代集落の変遷(3)
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中期8段階

中期9段階

第180図 縄紋時代集落の変遷(4)
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中期10段 階

中期11段 階

第181図 縄紋時代集落の変遷(5)
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中期12段 階

中期13段 階

第182図 縄紋時代集落の変遷(6)
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2.奈 良 ・平安時代の集落 について

今 回の小池遺 跡第2次 ・一 ツ家遺跡 の調 査で は、奈良 ・平安 時代の多 くの遺構 ・遺物 が発 見 された。 これ に

小 池遺跡第1次 調査で発見 された遺構1(第2図 参照)を あわせ ると、合計229棟 の竪穴住居趾 、12棟 の掘 立柱

建 物趾 に なる。 これ らは、遺跡 名称 を分 けてはい るが 、広範 囲 に展 開 した 同一 の集落 と捉 えた方が よい。

本 項では、 これまでの事実報告 をま とめて、小 池 ・一 ツ家遺跡の奈良 ・平安 時代 の集落様 相 を考 えてみたい。

(1)遺 構分布の傾向

まず、両遺跡 での竪穴住居趾 と掘立柱建物趾の分布の傾向 をみてみたい。

竪穴住居趾 は、小池 ・一 ツ家遺跡の各調査区か ら検 出 されてい る。そのあ り方 は、2～3棟 の重複 関係 が非

常 に多 い。 これ は、 ほぼ同位 置 での家屋 の立 て替え な どが多 い ことに起 因す るもの と考 え られ る。 このた

め竪穴住居趾 の位置 は、あ る程度定 まった ものがあ り、 それが踏襲 されてい った もの と考 え られ る。住 居

;趾:の規模 をみる と、一辺7m以 上 の大型住居 は小 池1次 調査 区(以 下1次 区 と略す)に2棟(27・32住)、 小 池2

次調査H区(以 下H区 と略す)1棟(246住)の 計3棟 み られるが 、一般 的に多 くみ られ るのが一辺3.5～4mの

小 型住居 であ る。

掘立柱建物肚 は、小 池1次 区 に5棟 、H区 に6棟 、一 ツ家遺跡B区(以 下 一 ツ家Bと 略す)に1棟 の合計12棟

み られ る。 これ らの分布 をみ ると、建物趾が全 く建 て られない空 間(1類)、 竪穴住居趾 に混在 して小 規模

な建物趾 が建 て られ る空 間(H類)、 大 型で特殊 な建物 が建 て られ る空 間(皿 類)の3種 類の傾 向が看 取で

きる。1類 は、F・G・一 ツ家A区 が相 当す る。竪 穴住 居趾 な どの遺構 は多数み られ るものの、建物趾 は まっ

た くみ られ ない。..は 、H区 の建物趾 が相当す る。建 物趾 の規模 は、2間 ×2問(建6・9・10)と3間 ×2問

健7・8・11)で 、すべ て側柱式 であ る。近在 には大型竪穴住居趾 の246住 や緑粕陶器が多 く出土 したF区86住

などがみ られ、246住 と建9・11、86住 と7・10建 とはそれぞれ主軸 を同一 にす るため、住居趾 の付属施設 とも

考 え られる。..は 、1次 区でみ られ る5棟 が該 当す る。6間 ×3問 に南 ・西 に1問 分の庇、 さらに西 に3×1問

の孫庇 のつ くもの(建1)や 、6間 ×3間 で南 ・西 に1間 分 の庇がつ き、一部 が総柱 になる もの(2建)な どの

特殊 なもの と、1問 ×2間(建3)、2間 ×2問(建4)、3問 ×2問(建5)な どの建物趾がみ られる。特 に建1・建

2は 長野県内最大規模で あ り、注 目 される。 これ らの建物趾 は建1と 建3お よび建2と 建4は それぞ れ棟方 向を

同一 にす るため、セ ッ ト関係 にある もの と考 え られる。 また、建5は 建1と は90。 棟 方向 を変 えてお り建1を

主殿 とす る脇殿 的 な性格 も考 え られる。 これ らの建物趾 は規模 も大 き く平 面形状 も特殊 なものであ るため、

集 落規模 の大 きさか ら、官衙的 な施 設 ・郡司層 な どの有力者の居館 な どの性格 を もつ施設 と考 え られる。

(2)集 落の変遷について

小池・一ツ家遺跡では、長野県埋蔵文化財センターで作成 した松本平土器編年(文 献1)を 用いて、各遺

構の時期比定 を試みた。これ らの結果か ら、小池遺跡第1次調査の結果(註)も あわせて時期ごとの遺構の

ありかたをみてみたい。

①第1期(総 論編2～4期 ・8世紀初頭～8世紀後半)

小池 ・一一ッ家遺跡では、土器編年2期(8世 紀初頭)に 集落が形成される。この時期の住居趾は、小池1次

区に2棟(13・19住)み られるのみで小規模である。3期 も2～3棟 と同様な集落展 開がみ られる。4期 になる

と居住域が広が り、小池G・F区 にも住居趾がみられる。G区132住 か らは、甲斐型杯に「神」「尺」の墨書がみ

られる。一ツ家遺跡周辺には、該期の遺構はみあたらない。

②第ii期(総 論編5～6期 ・8世紀末～9世紀前半)

該期には住居趾数が増加する。小池遺跡の全面的に住居趾が分布する。特に1次区には集中してお り、建
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1・建2な どの特殊 な大型掘立柱建物趾 もみられる(建1と 建2に は、やや時期差あ り)。また、H区 にも一辺

7m以 上の大型竪穴住居趾(246住)が み られる。1次 区に該期の中核があ り、H区 にも大型住居趾 を中心 と

した核がみられる。246住 周辺か らは「九」とかかれた墨書土器が出土 している。一ツ家遺跡周辺 には、まだ

遺構はみられない。この時期 に、長野県内最大の掘立柱建物趾を中心に急速に発展する。

③第iii期(総 論編7～8期 ・9世紀中葉～末)

この時期 には最 も住居杜数が増大 し、70棟 の住居趾 を数える。小池遺跡の全面に住居趾が分布 し、一ツ

家遺跡にも住居杜がみられる。集落の範囲が最 も広がった時期である。該期 には、墨書土器が多数みられ、

22棟 の住居趾(該 期の住居趾全体の31.4%)か ら墨書土器が出土 した。文字をみてみると、「更」が5棟の住

居趾か ら出土 してお り、同じ文字を共有 している。小池1区 には、一辺6m以 上の準大型住居趾(27住)が み

られる。

④第IV期 く総論編9～10期 ・10世紀前葉～中葉)

皿期 までは小池1次 区を中心に集落の広が りをみせていたが、この時期か らは小池2次 調査地点のF・G・H

区に住居趾が集中する。墨書土器も1次区には全 く出土せずF・G・H区のみにみられたため、集落の中心がこ

の付近にあったと考えられる。F区 には一辺6mの 準大型住居(86住)が あ り、ここからは緑紬陶器が小片 を

含め6点出土 してことから、該期の中核的存在 と考えられる。86住 の西26m地 点には、該期(総 論編9期)の

有力者の墓である土坑墓1が検出されてお り、86住 の存在 とあわせてこの付近に有力者が存在 したことが推

測 される。また、10期 にも小池1次区に有力者の墓 と考えられる土82が みつかってお り、有力者を中心 とし

た集落が存続 していたことが考えられる。

⑤第V期(総 論編11～12期 ・1b世紀後葉～11世 紀前葉)

集落はこの時期か ら急速 に衰退 してい く。住居趾数が減少 し、広い範囲に散在する傾向にある。住居;吐

規模 も小型なものばか りで構成 される。8棟が該当するが、その半数は一ツ家に位置する。集落の中核が一

ツ家周辺 に移動 したもの と考えられる。

⑥第Vl期(総 論編13～15期 ・11世紀中葉～12世 紀前葉)

さらに住居趾が減少する。分布 をみると一ツ家遺跡に集中 してお り、1次 区には全 くみ られな くなる。前

期 と同様 に集落の中心は一ツ家周辺にあるものと考 えられる。一ツ家・土477か らは、「是」と書かれた墨書

土器が1点 出土 している。集落は、以後中世へ継続 していく。

(3)集 落展開の歴史的背景について

小池・一 ツ家遺跡では8世紀初頭に集落の形成がはじま り、8世紀末～9世紀初頭には長野県内最大級の掘

立柱建物の出現や多量の緑紬陶器の出土などから急速に隆盛 を極めることが窺える。その後、10世 紀後半

には衰退 し、小規模 な集落が12世 紀前葉 まで継続 してい く。 このような変遷をたどる集落様相について、

歴史的背景 と関連付けて概観 してみたい。

小池・一ツ家遺跡を含む周辺一帯は、古代には信濃國筑摩郡良田郷 に含 まれ、郷内には古代官道の東山道

が通ってお り、覚志駅があったと考えられている。『延喜式』の記載には、信濃には十六の御牧が設置され、

その位置は明確でないものが多いが、筑摩郡内には埴原(は いばら)牧 と大野牧の二ヶ所が比定 されてい

る。この うち埴原牧は、その地名か ら本遺跡東側の鉢伏山麓の中山千石・古屋敷地籍 と考 えられているが、

周辺の集落は9世紀後半以降にしかみられない。牧推定地か ら程近い小池遺跡では、8世紀前半か ら中頃に

は集落の形成が始 まり、8世紀末～9世紀前半には巨大 な掘立柱建物の存在や多量の緑紬陶器の出土から、

急速 に隆盛を極める。その後、10世 紀代には衰退 してしまい、南西500mほ ど離れた吉田川西遺跡(文 献3)

が代 わって発展 しは じめる。両遺跡を比較 してみた場合に共通 していえることは、古代にはそれほど水田
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が発達 しておらず、水 田耕作だけでは集落の維持や これほどの発展は困難であったと考 えられる。 このた

め、小池遺跡や吉田川西遺跡の有力者が農業経営よりもむ しろ埴原牧の経営に関わっていたことが推定 さ

れる。また、集落の時期的な変遷か ら、9世紀代は小池遺跡が経営の中心で、10世紀 に衰退 した後には吉田

川西遺跡に経営権が移った ものと考えられる。それを裏付ける資料 としては、吉田川西遺跡か らは「榛原」

(はいばら)と いう墨書がみ られることや、小池 ・一 ツ家・吉田川西遺跡の平安期の住居趾か ら馬具が10点

(一ツ家29・36住・小池196住 ・吉田川西7点)出 土 していることが注目される。大谷猛(文 献2)に よれば住居

趾出土の馬具については、牧 との関連、律令体制弛緩のなかでの有力者の台頭、蝦夷征伐 とその後の統治、

律令体制下に組織 された浮因集団 との関連 などを考慮 に入れるべ きであるとしている。本遺跡では、地理

的に牧の推定地に近接 してお り、牧を背景にした集落 とその統率者である有力者の存在が考えられる。 こ

れには、小池遺跡土坑墓1、 土坑82、 吉田川西遺跡SK128な どの木棺墓に葬 られた特別な人々が考えられよ

う。このような有力者を中心 とした集落構成 になっていった過程は、墨書土器の分布状況からも窺える。

小池 ・一ツ家遺跡では、4期 から墨書土器が出土 しはじめる。4～6期 は出土量 も少な く、文字種類 も様 々で

ある。ところが7～8期 になると、「尺」の墨書が広い範囲でみ られるようになる。この時期 に共通の文字を

使用する同集団が形成されていることが考えられる。そして集落の衰退 とともに、墨書土器の出土 もみら

れなくなる。

やがて牧の経営は、11世 紀以降になると、中央政府が牧の馬すべてを把握す るのをやめ、規定 された馬

の数を納めればよいという方針に変わ り、牧の経営 を現地の有力者に任せるようになった。このような経

営体制の変化や律令体制の崩壊 というような社会状況のなかで、10世 紀以降の竪穴住居趾か ら多量の鉄鎌

が出土 していることから、武装化が進んでいったもの と考えられる。本遺跡にみられる有力者がいわゆる、

律令体制崩壊期 に富豪の輩 とよばれた在地有力者 として捉え られよう。小池 ・一ツ家遺跡 に展開する奈良・

平安時代の集落は、牧経営などを背景に力をつけた有力者を中心 とした ものであったと考えられる。

註 本報告は未報告である。概報として 『小池遺跡』(1991年刊 ・松本市教育委員会)が ある。

<引 用・参考文献>

1(財)長 野県埋蔵文化財センター1990『 中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書4』総論編

2大 谷 猛1984「 住居肚出土の馬具」『学術研究紀要』第1集 東京都教育委員会

3(財)長 野県埋蔵文化財センター1989『 中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書3』吉田川西遺跡

4松 本市1996『 松本市史』第二巻 歴史編1原 始・古代・中世

一273一



古代2・3・4期
o

古代5・6期

第183図 奈良 ・平安時代集落の変遷(1)
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古代7・8期

古代9・10期

第184図 奈良 ・平安時代集落の変遷(2)
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古代11・12期

古 代13・14・15期

第185図 奈良 ・平安時代集落の変遷(3)
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3.中 ・近世 の集落 について

小池 ・一 ツ家遺跡で は、中 ・近 世の良好 な遺構 ・遺物 が発 見 された。出土 した遺物 の年代観 や遺構iの変遷 な

どか ら、中世 では小 池遺跡 で12世 紀後半 ～14世 紀前 半、一 ツ家遺跡で15世 紀 後半 ～16世 紀 中頃の様相 がみ

られ る。近世 では、小 池F区 に17世 紀 前半 の溝1条(溝29)、 小 池遺跡1区 と一 ツ家遺跡南東 に位 置す るエ リ

穴遺跡 において18世 紀代 の遺構 がみつか ってい る。 これ らの遺構 の在 り方か ら、中世1～IV期 と近世 の5つ

の画期 にわけて、 その変遷 をま とめてみたい。

(1)中 世集落 の変遷 について

①1期(12世 紀後半～13世 紀 中頃)

この時期 の遺構1は、小 池遺跡F区 に集 中 してい る。発 見 された遺構 は、掘 立柱 建物趾2棟(建:15・17)、 竪

穴住居;趾:2棟(183住 ・267住)・ 竪穴状 遺構:2棟(竪9・ 竪11)、 溝:1条(溝26)、 土坑(小 池:1045・1046・1080・

1098・1103・1564・1831・1895、 一 ッ家:14な ど)、 土坑墓1(一 ツ家)な どで構i成され る。 これ らの遺構 は、

13世 紀代 に比定 され る ものがほ とんどで、12世 紀代 は遺 物が 出土 してい る もの の、遺構 の様 相 は判 然 とし

ない。 しか しなが ら、12世 紀前 葉の平安時代末 に小 規模 に縮小 した集落 が、細 々 と12世 紀 末 まで継続 して

いた可能性があ る。

13世 紀代 に入 る と、遺構 ・遺物 と もに増加す る。発見 された遺構 の うち竪穴住居 趾 と した もの は、平面形

が長方形 を基本 と してお り、規模 は長辺5.7～8.3m、 床面積20.4～26.3㎡ と大型 である。 これに対 して竪穴状

遺構 は平 面形 が円形 を基本 としてお り、掘 り方 も深 い。床面積 は6～15㎡ と、竪穴住居趾 よ りも小型 である。

掘 立柱建物 は2問 ×2問(建15)と4間 ×2問(建17)の2棟 がみ られる。建17は 、その規模 か ら該期 の主殿的

な施設 と考 え られる。 これ らの建物趾 ・竪穴住 居趾 ・竪穴状遺構 ・土坑が セ ッ トになって屋敷 地 を構戒 す る も

の と考え られ る。

遺物 では267住 か ら鎧小 札 ・溝26か ら短刀 な どが出土 してお り、武装化 した人 々が住 んでいた こ とが推 定

され る。

②II期(13世 紀後半～14世 紀前半)

この時期 の遺構 は、F・G区 にみ られ る。礎 石建物趾1、 掘立柱建物趾14、95住 、竪3・8・12・13、柵趾1、 土

1062・1140・1240・1877・1890、 溝27・30が 該当す る。遺構の在 り方 をみ る と、区画溝 と しての性格が考 え られ

る溝27・30が 人工的 に形成 され、その内側 が居住 域 となってい る。建物吐で は庇付 きの礎 石建 物が み られ、

該期 の 中核的 な施 設 と考 え られ る。1期 でみ られた住 居趾 は1棟 のみで、竪穴状遺構 と建物趾 が主体 とな っ

て構成 される。

遺物 で注 目 されるのは、竪12か ら鎧 の座金 ・馬具 ・馬の歯が 出土 している。14世 紀後半 ～15世 紀前半 まで

の 間は、遺構 ・遺物 ともにみ られない。

③ 川期(15世 紀後半)

この時期 は、一 ツ家遺跡 において遺構 ・遺物がみ られ る。溝1・2・5・9・10、竪2、 土46・48・56が 該 当す る。

これ らの溝1と5に 囲 まれた空 間 と溝=5に囲 まれた空 間が居住 域 と考 え られ る。双方 ともに35～36m四 方 を測

り、1段4畝 ぐらいの広 さがある。 この区画 の西側 にある溝1・2は 道路状遺構 の側溝iと考 え られる。 この よう

な溝 は、一 ツ家B区 にもみつかっているため、西側 か ら調査 区まで道が通 っていた もの と考 え られる。 この

居住域 の1画 が、屋敷地1軒 分 に相 当する もの と考 えられ る。

該期 の遺物 は、破片 も含め て49点 み られ る。組成 をみ る と、土 師器:皿1、 内耳鍋:21、 国産陶器:古 瀬

戸17、 輸入陶磁器:5(白 磁4、 青磁1)で 、内耳鍋 と古 瀬戸系陶器が多い。
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④IV期(16世 紀前半～中頃)

該期 に比定される遺構 は、溝3・4、竪3、柵趾である。溝:3と4は時期差があ り、溝4の 方が古い・溝1・2は

該期には埋没 し、これ らと軸 を違える溝3に 囲まれた空間に居住域がみ られる。IV期 から変遷する溝3・4・5

には、流水の痕跡がみ られる。遺跡周辺の内田地区は、高燥 な自然条件からして農地を開発するにも水を

得 ることが重要であった。その意味では、区画溝 どしてだけでなく用水 を得 るための機能 も考えられる。

本趾の東150mに 位置する、近世の豪農の屋敷地 として保存されている馬場家住宅 をみると・周囲に馬場の

堰 とよばれる独 自の用水が、牛伏川か ら舟沢川をまたいでひかれていた。このような点から、一ツ家遺跡

は、有力農民の屋敷地 としての位置付けが考えられる。

出土遺物の構成 は、土師器:5(皿)、 内耳鍋:11、 国産陶器:瀬 戸大窯10、 輸入陶磁器:(青 磁2、 白磁

1)と 内耳鍋と国産陶器の割合が多い。

(2)小 池遺跡 出土 の中世陶磁器 について

本遺 跡では、VI-4一(1)で 述べ られた ように、多量 の土器 ・陶磁器 が出土 した。特 に小池遺跡 では出土

総 数203個 体以上 もの 出土量がみ られる。 これ らの組成 を比較検討 し、本遺跡 の特性 を考 えてみ たい・

本 遺跡で み られ る土器 ・陶磁 器 の内訳 は、輸入陶磁器136個 体 、古 瀬戸系 陶器13個 体 、山茶碗 ・捏鉢 ・常滑

産壺 ・三筋壺 な どの東海系無紬 陶器28個 体、 中世土 師器皿22個 体 、在 地産揺鉢3個 体、不 明1個 体 であ る・小

池遺跡で は、12世 紀後半 か ら14世 紀前半 までの長期 間継続 してお り、2つ の時期 に分 けてその組成 を比較 し

てみたい。

①1期(12世 紀後半 ～13世 紀中頃)

出土 した種別 ・器種 は、土 師器:皿14点 、鍋1点 、 国産陶器:姿 器 系(碗2点 、捏鉢7点)、 常滑 ・渥美 系

(壺3点)、 瀬戸(水 注1点)、 輸 入陶磁器:青 磁(碗40点 、皿2点)、 青 白磁(合 子1点 、梅瓶2点 、水注1点)・

白磁(碗2点 、皿2点)で あ る。種類 で は輸入陶磁器が多 く、全 体の64.2%を 占め る・次いで国産陶器39・1%・

土 師器19.3%と い う割合 にな る。陶磁器の種別構成 を比較す る と、青磁67.7%、 姿器系14.5%、 青 白磁6.5%、

白磁6.5%、 常滑4.8%、 瀬戸1.6%と な り、青磁 が最 も多 くみ られ る。輸入 陶磁 器の器種構成 では、碗類 が多

く84%を 占め、次いで皿類8%、 壺類4%、 その他4%で あ る。

この時期 の特徴 は、輸 入陶磁器が非 常 に多 い ことがあげ られよ う。 しか し、 そのほ とんどが青磁 で 占め

られ る。器種 では碗 の比率が 高い。 また、僅 かではあ るが高級 品の青 白磁 の梅 瓶2点(包 含層)、 合子1点

(183住)、 水注1点(土1895)が み られる ことは注 目され る。 国産陶器で は、姿器系 ・常滑産 ・瀬戸産 の単純

な構成がみ られ る。

②II期(13世 紀後 半～14世 紀 前半)

種別 ・器種 は、土 師器:皿6点 、国産 陶器:姿 器系(捏 鉢8、 壺1点)、 瀬戸(水 注6点 、卸皿2点 、皿1点 、

花瓶1点)、 須 恵質(揺 鉢3点 、捏鉢1点)、 輸入陶磁器:青 磁(碗18点 、杯1点)、 白磁(碗7点 、皿4点)で 構

成 され る。1期 と同様 に、輸入 陶磁器 が多量 にみ られ る もの の、 国産陶器の瀬戸 産 も1期 よ り飛躍 的 に増

加す る。器種構成 では碗 類が非常 に多い。1期 でみ られた瓶類 ・合子 ・水 注 は、青 白磁 か ら国産陶器 の瀬戸

産、姿器系 にみ られ る6

さて、本遺 跡出土の土器 ・陶磁器 につ いての特徴 を整理 し、 その組成 につ いて考 えてみたい。 まず、本遺

跡 の出土陶磁器 の傾 向 として を2点 の特徴が あげ られ る。 まず 、第1に 輸 入陶磁器 が大 量 に出土 してい るこ

とであ る。1期 で出土 した土器 ・陶磁 器の うち、64.2%を 占め国産陶器や土 師器 な どを圧倒 的 に上 回る・H

期 で も、50.7%で 半数 を越 える。 この時期 は、 ほかの遺跡で も出土量が増 えるとはい え、群 を抜 く多 さであ

る。破片個体数 が非常 に多い ことか ら、大量 に消費 された とい うことが指摘で きよう。
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第2点 として、青白磁の梅瓶・合子・水注などの高級輸入磁器が出土 していることである。

このような特徴の背景について考えてみたい。服部実喜氏 によれば、都市鎌倉 と周辺地域の問には、食

器などの各分野で質・量の格差がみ られるとしている(註)。鎌倉では、多種・多様 な陶磁器を価格や用途・使用

の場に応 じて購入 し、使い分けるとともに、 しかも大量に消費する。周辺地域では、食器組成が比較的単

純で、少量のものを長期間使用する傾向が指摘 されている。そ して、具体的に遺跡の性格や居住者の階層

の差を表す もの として食器や貯蔵具の瓶類の有無があげられるとしている。これ らの価値 ・価格の高い輸入

陶磁器や、茶 ・花・香などの食器以外の用途を持つ陶磁器については、階層差が反映 される。これらは、流

通網に乗っていなかったか、のっていて も流通量がごく限られていた可能性が高い。また、これらを必要

とする非 日常的なものの有無などは、階層性の現れや、非 日常的な(ハ レ)の 空間をもっている屋敷地の

性格が考 えられる。これ らのことか ら、本遺跡の出土品の特徴を考えてみたい。 まず、大量消費する輸入

陶磁器 と、高級品である青白磁合子・梅瓶 ・水注がみ られることは、鎌倉 に類似する生活様式をもっていた

ことがいえよう。また輸入陶磁器をある一定の流通量 を確保で きたこと、そ して高級品 も入手可能でそれ

を必要とした階層の人物 ということを考えれば、領主層 も十分に考えられよう。 このような組成や、遺構

のあ りかた、鎧の小札や座金、馬具、短刀類 などの武装化 したことを示す出土品などから、本遺跡周辺に

勢力があった在地領主層の居館的な性格が考えられよう。

(3)歴 史的背景について

中世における小池・一ツ家遺跡には、溝 に囲まれた居館または屋敷地が存在 していた。特に小池遺跡の出

土遺物には、鎧の小札・短刀 ・馬具などが出土 してお り、武装化 した有力者の居館であった可能性が指摘で

きる。また一 ツ家遺跡では、近隣に江戸末期の豪農の屋敷である馬場家住宅(松 本市重要文化財)も 位置

してお り豪農の屋敷との関連 も考えられよう。これ らのことを、文献史料等で知 られている事象 ともから

めて遺跡の性格を考えてみたい。

本遺跡が位置する寿小池や内田周辺のことが史料上最初 にみられるのが文治2年(1186)3月13日 条の

『吾妻鏡』である。このなかに、「北内」牧「南内」牧 という記載がされているが、これが前項で述べた奈良・

平安時代の埴原牧が、南側 に移動 して形成された牧 と言われている。この史料か らは、この牧の管理者が

勅使牧を管轄 している左馬寮への貢馬(く め)を 滞納 していたことがわかる。また、小池郷は春近領 とさ

れてお り、春近領年貢は禁裏呉服料にあてられていた。 こうした春近領は、鎌倉 幕府成立以後は源頼朝に

没収され、関東御領 となるが、小池付近の春近領が どのように関わったかは不明である。

次にみ られるのが、嘉元3年(1305)小 池郷の赤木氏への鎌倉幕府の下知状である。赤木氏は板東平氏の

子孫である白川氏が赤木郷(小 池郷の南側 に位置する)に 入って赤木氏 と称 したものである。白川氏は、

小池郷や吉田郷にも進出し、それぞれ小池氏、吉田氏 と称 している。その後赤木氏 は、鎌倉時代の終わ り

には備中(岡 山県)穴 田郷に移 り住 んでいる。

鎌倉時代末の嘉暦4年(1329)の 諏訪上社の「嘉暦之頭役状」には、内田牧と呼んでいるので、このころも

牧 として機能 していたもの と考えられる。地頭は、埴原 とともに波多氏であった。この波多氏については、

次のような史料がみ られる。応永25年(1418)に 作 られた牛伏寺の釈迦三尊の本尊の胎内銘に「中興修理信

州国筑摩郡波多腰大和守清勝当歳六十二」とある。同じく応永29年 には、小池にあった牛伏寺の地蔵堂に弟

の小池左馬亮信道 とともに奪衣婆像を寄進 しており、その胎内銘には「大旦那波多大和守清勝 歳六十六才

誌之」とある。これらか ら、波多氏が15世紀前半にはこの地域に大 きな勢力を持 っていたことがわかる。

また、波多氏の跡を継いで中内田を村井氏、南内田を和田氏、北内田を平瀬氏が領 した。この所領状況

を表す記載は、文明18年(1486)ま で続 く。
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南北朝時代の小笠原氏の諏訪下社への安堵状では、「春近領 塩尻東西 小池東西」という記載がみ られ

る。鎌倉 末期 には小池 を一一つ に呼んでいるのに、南北朝期以後は小池東西 と呼んでいる。一つの郷 を東西

などと分けて呼んでいるのは、多 くは領家分 と地頭分 とを分ける下地 中分をしたことによる。小池郷 も鎌

倉時代から南北朝時代の間に下地中分が行われたようである。

これらの史料から、中世鎌倉時代には小池 ・一一ツ家遺跡の周辺には地頭あるいは土豪層の有力者が居住 し

ていたことがわかる。

(4)近 世(17世 紀～18世 紀)の 集落様相

小池遺跡1区 ・F区と一ツ家遺跡の南東に隣接するエ リ穴遺跡C区(未 報告)に 遺構分布がみられる。小池1

区・エ リ穴遺跡では、いずれも18世紀代の屋敷跡 と考 えられる遺構(建 物趾・土坑・ピッ ト・井戸・溝 など)、

小池F区 では17世 紀前半の溝状遺構が発見されている。遺物は、瀬戸 ・美濃系陶器(志 野皿・灰紬碗 ・拳骨茶

碗 など)、肥前系磁・器(染付湯呑み碗、皿など)等 が出土 した。これらのように、周囲に溝が巡る近世の屋

敷は、近接 して馬場家住宅がみられる。 このため小池遺跡、一ツ家遺跡、エ リ穴遺跡周辺には、農村集落

の屋敷跡が点在 しているもの と考えられる。

註 服部実喜 「都市鎌i倉と周辺の陶磁器」『貿易陶磁研究』No.15を 参考・引用した。

〈引用・参考文献〉

松本市1996『 松本市史』第二巻歴史編1原 始・古代・中世

土器 ・陶磁器の器種別構成比 輸入陶磁器の器種構成比

中世1期 …12C後～13C中、中世II期…13C後～14C前、中世m期 …13C後～14C前、中世IV期…16C前～中

第186図 土 器 ・陶磁 器 の時 期 別 構 成 比
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～

r世1期(13C後 ～14C前)

第187図 中 ・近世集 落の変遷(1)

一281一



中世皿期(15C後)

中世IV期(16C前 ～ 中)

第188図 中 ・近世集落の変遷(2)
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近世(17C～18C)

第189図 中 ・近世集落の変遷(3)
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調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (m2)

こ い け

小 池

ながのけんまつ もとし

顯県燃 恵
内田 ・寿小赤

20202 331

36度

09分

55秒

137度

59分

00秒

19940725～

19941201
9,592
内田圃場整備事業に伴

う事前調査

ひ と つ や
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ながのけんまつ もとし

長野懸 本市
内田

20202 464

36度

09分

52秒

137度

59分

10秒

19941107

19941221
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内田圃場整備事業に伴

う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

小 池 集落跡 縄 紋 竪穴住居趾49棟 土器 ・石器 ・石製品 縄紋時代中期、奈良～平

方形柱穴列2基 土製品(土 偶等) 安時代の集落跡、中世の
屋外埋甕5基 集落跡 を検 出 した。

土 坑 縄紋時代中期は環状集落
ピ ッ ト の約1/3を 調査、多数の土

奈 良 ・平安 竪穴住居趾112棟 土器 ・陶器(土 師器 ・須恵器・灰紬陶器 ・器 ・石器一括資料 を得 た。

竪穴状遺構5基 緑紬陶器) 奈良～平安時代は第1次

掘立柱建物趾6棟 鉄器 ・銅製 品・石器(砥 石) 調査と併せ、大規模な集
土坑墓1基 その他(墨 書土器等) 落跡と判明、中世の集落
土 坑 は礎石建物、区画溝等と
ピ ッ ト ともに多数の輸入陶磁

中 世 竪穴住居趾3基 土器 ・陶磁器(土 師器 ・須恵 質土器 ・青 器 、武具等 を出土 し、有

竪穴状遺構8基 磁 ・白磁) 力者層の存在を窺わせ

礎石建物趾1棟 鉄器 ・銅製 品・銭貨 る。

掘立柱建物趾3棟 石器(砥 石 ・硯 ・石臼・石鍋)

柱穴列1列
井戸趾1基
火葬墓1基
土坑
ピ ッ ト

溝状遺構18条
近 世 溝状遺構1条 陶器

一 ツ家 集落跡 縄 紋 竪穴住居趾67棟 土器 ・石器 縄紋時代中期、平安時代、

屋外埋甕5基 石製品 中世の集落、屋敷跡を検
土 坑 土製品(ミ ニチュア・土偶等) 出した。

ピ ッ ト

古 墳 竪穴住居趾1棟 土器(土 師器)・ 鉄器

平 安 竪穴住居趾38棟 土器 ・陶器(土 師器 ・須恵器 ・灰紬 陶器 ・

掘立柱建物趾1棟 緑粕陶器)
土 坑 鉄器、銅製品

ピ ッ ト 銭貨(寛 平大寳)、墨書土器等

中 世 方形区画2区 画 土器 ・陶磁器(土 師器 ・須恵 質土器 ・青
竪穴状遺構5基 磁 ・白磁 ・陶器)

掘立柱建物趾1棟 土製品(増 塙等)

柱穴列12列 鉄器 ・銅製品 ・銭 貨

墓 趾3基 石器(硯)
土 坑
ピ ッ ト

溝状遺構11条
埋納銭1基

近 世 土坑墓2基 人骨 ・銭貨
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一ツ家遺跡土器

付録1縄 紋時代の遺物(追 補1) 付録2縄 紋時代の遺物(追 補2)



小池遺跡土器 ・陶器 土坑墓1

付録3平 安時代の遺物'(追補)




